







(1) a コ ー ヒ ー立上紅茶立上お持ちしましょうか。
b 煮る立上焼く立立好きにしろ。
(1)に示す並列助詞「なり」は、 例えば、 r日本語文法大辞典J (P576) に、




あれば、[A] [B]以外のもの([A] [B]に類するもの）を選択する楊合もある。 こうし
た性格はいわゆる部分列挙とされるもので、 これは同じく、 選択的列挙に与る「か」と比べ
ると、 その性格がよく理解される。助詞「か」による列挙の場合、 「 ・・ か… か： x とYの
うちのどちらかひとつであることを表す。」（グル ー プ ・ ジャマシイ(1998) とあるように、
提示された候袖の中からの選択ということになる。 (2) を見られたい。
(2) a 二次会は、 カラオケに行く企もう少し飲む企、と2主がいいでしょうか。









(3)にみるように成立当初は副詞的な語(= (3) a の「と立なり企立なり」）、体言（＝
(3) b「二狂なり二辻ムなり」／ （3) C「生投庄なり品辺庄なり」）に承接するようで
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あり、 明治期以降、(4)のように動詞にも承接するようになる。
(4) a 打つなり、殴くなり貫ーさんの勝手にして （続金色夜叉）
b これを狩本にして商売をするなり、 学資にして勉強するなり、 どうでも随意に使
うがいい （夏目漱石「坊っちゃん」）
並列助詞「なり」の成立及び展開に関する論考には、 此島正年(1966)、 鈴木浩(1993)、







(5) a 御自箪なり御在判なり神妙 とへぃっ て （天草版平家・四•第二十六）
b 敵は不案内なり、 我々は案内者なれば （同・ニ•第二）
(6) a 犬立り迭牛なり共成り••い・・ （傾城二河白道・中）
b 明日成とあさつて成と松屋町へゐて途へ （生玉心中・中）











に示す択ーの「 Aなり B なり」であると説かれる。
(7) 真珠全立金子なりとも早く否やをお取極下さいまして （いろは文庫）
(8) 手切れ全上足切れ全立出してやつて根を断て菜を枯す気になったか












の用法を［「不十分終止のナリ」】(= (9) a)、［勝立・兼帝型］ （＝ （9) b)、［聯立・列
挙型］（＝ （9) C)、［選択］ （＝ （9) d)とに分類する。


















ナリトからナリが生ずるならば、 卜が落ちた、 ということになるが、 これを音声上の
語形変化として処理することはできない。仮定内容を例示するナリトにとって、 その語
義を支える栢構成要素として卜は不可欠のものであろう。 ナリトの略形がナット ・ ナト
b 
d 










(11) a ドウナリトカウナリト ；t: し （詞菜新雅・13オ／1792)







トを とし～ナリ～ナリと ‘ずる接点を 出 ことができるのではないか。（波線：京






























仮定条件句としての用法((12) 及び (13)）から、例示的用法((14) 及ぴ(15)）が見ら
れるようになるのが中世後期以降であるという（矢毛達之(1匁7)他参照）。























































(18) a 「おまへなりわし也糸さんなり」は後の「みな」の具体例となっている。なお、 (18)
bでは「市さんなり藤さんといふ」となっており、「AなりBなり」型ではないが、当該箇
所が後の「情漢さん」の具体例を示しているという点で、 (18) aと同様の慟きを為してい
るとみてよかろう。前掲の(17) bのような「＜具体＞ ーく 一般＞」棉造をとるものとの関
わりという点で、(18)の例は注意されるように思う。































































思ひき ッ て雲霰のごと く な
る敵のなかをわッてとほる。 （平家物栢 ・巻第八・室山
）





a 御自箪なり御在判なり神妙/ ヽというて （天草版平家物語
）
b 身は貧也かたわ也おと、弟子に土佐を名のらせ。 あに弟子はうか/ ヽとい つ迄浮
世又平で。 （伯城反魂香／ 1708
)
なお、(20) aに関して補足しておくと、 当該例は、 宙状に対 して、
「御自紐である」「御


























と思われる。 これはある主題に対して、 それが有する特徴や属性について、 該当するものを























ば こ そちつとなりやつとなりエ而の出来るは色の道 （野器の枝折／1799)
このように、17世紀末頃から「閑立／列挙」に加えて「択ー」用法が見られるようになる。
「聯立／列挙」の 「AなりBなり」から 「択ー」用法が如何にして生じたのかということに
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そなたの父御は叔母が兄。·ー・「婿なり甥なり治兵衛がこと頼むJとの一言は忘れ
ねど、 （心中天の網島／1720)
暖縦の際なり籟なりで、 烏渡逢て遣てください。 （鶯塚千代廼初声／ 1856〉
自已なり忠兵衛なり早速お迎ひに登りませうから…… （春色玉拇／ 1856)
ここで注目すべきは 、 列挙形式「Aなり B なり」に於いて、 [A] [B] 両者を満たさずと






















































(29) a そなたの父御は叔母が兄。・・・ 「婿なり甥なり治兵術がこと粗梵Jとの一酋は忘れ
ねど、 （心中天の網島／1720)
b 暖簾の際なり籐なりで、盛渡逢．て薗文ふ荏差．し．‘．。 （鶯塚千代廼初声／1856)






(30) a どうぞ何なりと御遠慇なくおっしゃつてくださいまし （＝葉亭四迷 「平凡」）
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b ー椀なりと召上がら なくては、 お腹が空いて為方があるまいと
（田山花袋「蒲団」）
c 始めから、 そう仰せらりょう なら、 下人共なりと、 召つれようものを
（芥川龍之介「芋粥」）
のように、 副助詞的用法が主である。列挙用法に於いても、 (31) のような慣用的な言い回
しでの使用という状態である。
(31) 外国へなり何処へ全立上行けばいい。
「Aなりと（も） Bなりと（も）」の消長については、 更なる調査・分析が必要であるが 、
以下、 見通しを示しておきたい。
(32) a ほねを十六本なりとも、十八本なりとも、 ほねの数をこめたを、 こめほねといふ
（虎明本「目近籠骨」）
b 明日成とあさつて成と松屋町へゐて逢へ （生至心中・中／1715)
(32) a では「一六本なりとも十八本なりとも」、 (32) b では「明日成とあさつて成と」
を見るに、「Aなりと（も） Bなりと （も）」に於ける「A」「B」との問に優先順位が認め
られる例が存する。 (32) b では、「明日 」「あさって 」 が併記されるが、 この場合であれば、
投優先が 「明日」であり、 それが叶わ ない場合は「あさって」というような序列があるので
はないかと思う。 このことは、 この用法のもとにある副助詞「なりと（も）」の意味用法を
OO係しているものと思われる。副助詞「 なりとも」の意味用法に関して、 矢毛達之 (1997)
では、「最低限度の志向対象」を明示する役剖を担っている」とされる。 こうしたことを踏
まえると、「 A なりと（も） B なりと（も）」に於ける列挙の場合、最低限のものを最初に「 A」
として提示し、 序列の上でそれに続くものを「B」に示すという関係性を有しているのでは
ないか。 それに対して、 不十分終止からの派生したと思しき「AなりB なり」での列挙に於














鈴木浩(19 3)： 「ナリによる並立表現における選択用法成立の経緯」（「国栢学J 173集）
森山卓郎(1998) :「並列述栢構文考ー 「たり」「とか」「か」「なり」の意味用法をめぐって一」（仁田
義雄編「筏文の研究上／くろしお出版）
矢毛達之(1997)： 「仮定条件句末形式出自の助詞について ー デモ ・ ナリトモの意味桟能変化 ー 」（「語
文研究J 84号）
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